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 本論文は、早稲田大学古代エジプト調査隊（隊長：吉村作治早大教授）が、エ

ジプト・アラブ共和国、アブ・シール南地区の丘陵頂部において発見した、カエ

ムワセト王子の石造建造物について、建築的観点から復元考察を行ったものであ

る。  

 カエムワセト王子は、古代エジプト新王国時代、第 19 王朝の王、ラメセス 2

世（前 1290～ 1224 年頃）の第 4 王子で、一時期皇太子の地位に就いた王族とされ

る。彼はまた、歴史に対して強い関心を寄せ、埋もれた彫像を「発掘」し、ピラ

ミッドを「修復」した賢人と伝えられている。このため現代の学者からは「世界

最古のエジプト学者」とも呼ばれるカエムワセト王子だが、これまで彼自身の建

造物は知られておらず、古建築への造詣と知識が実際の建物にどのように反映さ

れていたのかは不明であった。  

 早大隊が発見した遺跡は、カエムワセト王子のために築かれた建造物の初の出

土例であり、建築的に興味深いこれらの課題が明らかになることが期待された。  

 筆者は当調査隊の建築担当として発掘調査の初段階から参加し、これまで復元

研究に取り組んできた。しかし、遺構の全容は完掘して初めて明らかになるとい

う、発掘調査の方法的必然から可能性の提示にとどまり、結論を保留としてきた。

本論文は、これまでに検討されてきた仮説を包括的に扱い、改めて復元考察を行

ったものである。  

 本論文は、序論 2 章に続き、本論 3 編 11 章（補章 1 章含む）、結論から構成さ

れ、本論は、建築様式、設計技術、施工技術の観点から分析を試みている。以下

において、概要を記す。  

 序論第 1 章では、アブ・シール南丘陵遺跡の調査経緯および出土した遺構群の

概要を述べ、本論文の対象として、カエムワセトの石造建造物を取り上げること

を記した。続く第 2 章では、研究の方法および論文の構成を記した。  

 第１編  様式的研究では、石造建造物の平面、立面、細部の復元を試み、その

様式的特質を明らかにした。  

 第 1 章では、石造建造物の区分と編年について論じ、石造建造物は前室、奥室

の中央 2 室を外壁が矩形に取り囲む遺構部分と、その東側に柱が林立する列柱空

間の 2 つの遺構部分から構成されることを示した。そして定礎具の分布や、丘陵

頂部における配置、 2 つの遺構部分に見られる建築方位のずれや施工技術の違い

などから、東側の列柱空間は当初の計画には含まれず、増築によって付加された

ことを指摘した。  

 そして、前者を「主屋」、後者を「ポルティコ」と名づけ、本論では、2 つの遺

構部分に分けて考察を進めることとした。  

 第 2 章では主屋の平面について、復元考察を試みた。外壁は東西 24m、南北 22m

の方形に近い平面をし、その外面は幅約 63cm、奥行き約 25cm の凹凸を交互に繰

り返す平面形状であったことを示した。また、中央 2 室の復元では、奥室の西壁
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に花崗岩碑が据えられていたことを示し、この位置が矩形に廻る外壁の対角線の

交点に一致することから、花崗岩碑を中心とした求心的な構成であったことを明

らかにした。  

 第 3 章では、主屋の東側に増築されたポルティコの復元考察を試みた。ポルテ

ィコは南北両端と西側の三方に壁を築き、内部に東西 2 列、南北 8 本の柱が並ん

でいたと考えられた。柱は古代エジプトでロータス柱に分類される様式に復元さ

れ、屋根は先端が、前面東側のアーキトレーヴを越えて庇状に突き出た形状であ

ったことを示した。  

 第 4 章では、第 2 章、第 3 章で復元された結果を基に、比較考察を試みた。主

屋で指摘された求心的な構成や凹凸を繰り返す外壁はカエムワセトが活躍した新

王国時代の建造物では稀有であり、類例は古王国時代や中王国時代の古い時代に

認められることを示した。復古的な傾向はポルティコでも強く認められ、ロータ

ス柱や庇状に突き出た屋根、両側に厚い壁を持つ構成は、古王国時代に類例を見

いだすことができ、古い時代の様式を意識していた可能性を指摘した。石造建造

物の施主、カエムワセト王子は歴史に強い関心を持つ人物と伝えられていたが、

実際の建造物においても、古建築に造詣が深い彼の特質が強く反映されていたこ

とを明らかにした。  

 第 2 編  設計技術的研究では、復元された平面を基に寸法の分析を試みた。古

代エジプトの建築では、約 52～ 53cm を基準長とする腕尺が使われたと考えられて

おり、これを七分割した掌尺、さらに四等分した指尺の寸法体系を持つ。本編で

はこの寸法体系を踏まえながら考察を進めた。  

 第 1 章では主屋中央 2 室および外壁の寸法分析を行い、中央 2 室の内法は腕尺

の簡単な整数倍ないしその二分の一で規定されることを示した。一方、外壁外面

の凹凸は、腕尺、掌尺、指尺では表現することが難しい、約 63cm の幅と見積もら

れた。そのためこの長さを基準とした計画の可能性も挙げられたが、凹凸の幅に

ばらつきが見られることや中央 2 室は腕尺で規定できることなどから、6 腕尺（約

312～ 318cm）を五等分することで、一つの幅が割り出された可能性を指摘した。  

 第 2 章ではポルティコの寸法計画について分析を試みた。柱細部では、 1 腕尺

よりも小さな長さに対し、掌尺や指尺を使わず、腕尺を二分割、三分割した長さ

で規定していたことを指摘した。ポルティコは増築による建造のため、高さや幅

は主屋の規模の制約を受けながら計画が進められたと推測される。中でも高さと

密接な関係を持つ柱径は重要であり、柱間（内法）を柱径の 2 倍として計画する

など、柱径を基準寸法のように使う計画法の存在が窺われた。一方で、全体規模

との調整は柱間（内法）で図られ、端数を含む長さで施工がなされたと考えられ

た。すなわち計画は細部まで規定しない基本計画的な段階でとどめられ、最終的

には現場において決定していく状況であったことを指摘した。  

 第 3 編  施工技術的研究では、作業の途中で放棄された石材を、整形された石
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材と比較しながら、施工過程を復元的に描いた。  

 第 1 章では、石造建造物に築かれた壁体を主屋 2 種、ポルティコ 2 種の計 4 種

取り上げ、復元的に考察した。外壁やポルティコの側壁では、石材の上面に付け

られた刻線に、載せられる石材の下角をあわせて設置された工程を示し、そこか

ら壁面の転びを求めた。  

 第 2 章では、ロータス柱について、柱礎石の設置から整形に至るまでを復元的

に描いた。柱はロータスの蕾 6 本を 5 本の帯で束ねた姿を模っていたが、施工段

階では、断面が円柱となる柱が目指され、その後、細部が形作られたことを示し

た。また石材設置にあたっては、柱礎石上面に十字に作られた刻線が各段の中心

を求めるためのガイドラインとして機能していたことを指摘し、建造作業中、柱

礎石を露出するために、傾斜路は使われず石材は綱で吊り上げられたことを述べ

た。そして、アーキトレーヴや屋根においても綱を用いた設置の可能性を論じた。  

 第 3 章では、ポルティコの屋根における防排水技術を復元した。石材間の目地

に 2 種類の溝を刻み、防水と排水の措置を交互に施していたことを指摘した。防

水は、目地に溝を刻み、その中に、 T 字断面の棒状石材を、相欠きで繋ぎながら

挿入する、入念な方法が採られていた。一方、排水は屋根上面に漏斗状平面の勾

配をつけ、目地に降雨が集まるような方法が採られていたことを示した。  

 第 4 章では、石造建造物に用いられた石灰岩に着目し、考察を試みた。石造建

造物の石灰岩は、周囲の古建造物から搬入された再利用石材であったことを示し、

旧建造物の特徴を残す 3 種類の石材について搬入元の考察を試みた。その結果、

アブ・シールピラミッド地区に築かれたサフラー王（古王国時代・第 5 王朝）の

ピラミッド複合体の外周壁やジェセル王（古王国時代・第 3 王朝）の階段ピラミ

ッド複合体の外周壁、さらにアブ・シールピラミッド地区に位置していた衛星ピ

ラミッドから石材が搬入された可能性が高いことを示した。カエムワセトは古建

造物を「修復」した賢人と伝えられているが、自身の建造物にピラミッドを含む

古建築から石材を再利用していた事実は、彼の人物像に新たな光が投げかけるこ

とができ、有用な資料を提供できた。  

 石造建造物は必ずしも残存状態が良好ではなく、後世に石材が持ち去られたこ

とを窺わせていた。発掘調査では石造建造物の北側から石材を一列に敷き並べた

遺構が発見され、上面の擦痕などから、石材を持ち去る際の搬出路として用意さ

れた施設であったことを示した。また、サッカーラのウニス王のピラミッド複合

体参道の南側から、ポルティコの石材と類似した加工痕をもつ石材が発見され、

考察の結果、ポルティコの石材と同定された。カエムワセトの石造建造物の復元

研究とはやや趣旨を異にするが、彼が再利用した石材が再び利用されたことを具

体的に示す興味深い資料であり、補章として加えた。  

 以上、本論で得られた考察結果の要約を結論とした。  
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